
　本会議では、各会派から次の23
人の議員が質疑・質問を行いました。
(発言順。掲載記事の順番とは関係
ありません｡）
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決
算
の
特
色
を
伺
う
。
 

 　
　
　
　
　
平
成
25
年
度
は
、
市
制
50
周
年

　
　
　
　
　
と
い
う
記
念
す
べ
き
時
を
迎
え
、

「
元
気
発
進
！
北
九
州
」
プ
ラ
ン
の
着
実
な

推
進
の
た
め
、
7
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
柱
に

そ
っ
て
取
り
組
ん
だ
。
 

　
「
人
を
育
て
る
」
は
、
1
歳
児
に
対
す
る

本
市
独
自
基
準
に
よ
る
保
育
士
の
加
配
や
、

民
間
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
図
っ
た
。
「
き

ず
な
を
結
ぶ
」
は
、
本
市
安
全
・
安
心
条
例

の
制
定
に
向
け
た
検
討
や
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

運
用
を
行
っ
た
。
「
暮
ら
し
を
彩
る
」
は
、

旧
官
営
八
幡
製
鐵
所
関
連
施
設
の
世
界
文
化

遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
た
。

「
い
き
い
き
と
働
く
」
は
、
工
業
用
水
道
料

金
の
値
下
げ
を
行
い
、
政
令
市
で
一
番
の
低

料
金
を
実
現
し
た
。
「
街
を
支
え
る
」
は
、

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て
、
主

要
な
幹
線
道
路
の
整
備
を
進
め
た
。
「
環
境

を
未
来
に
引
き
継
ぐ
」
は
、
北
九
州
エ
コ
マ

ン
ス
に
、
環
境
イ
ベ
ン
ト
を
集
中
的
に
開
催

し
た
。
「
ア
ジ
ア
の
中
で
成
長
す
る
」
は
、

ハ
イ
フ
ォ
ン
市
に
お
け
る
都
市
環
境
イ
ン
フ

ラ
輸
出
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
っ
た
。
 

　
ま
た
、
財
政
面
で
も
、
2
年
ぶ
り
に
財
源

調
整
用
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
な
く
、
単
年

度
の
収
支
が
均
衡
し
た
財
政
運
営
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。
 

　
今
後
と
も
、
「
元
気
発
進
！
北
九
州
」
プ

ラ
ン
を
着
実
に
実
施
し
、
持
続
可
能
で
安
定

的
な
財
政
運
営
に
努
め
た
い
。
 

  

    　
　
　
　
　
市
税
収
入
率
を
97
％
台
に
回
復

　
　
　
　
　
さ
せ
、
収
入
未
済
額
の
大
幅
な

縮
減
を
実
現
し
た
要
因
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
市
税
徴
収
対
策
で
は
、
平
成
21 

　
　
　
　
　
年
１
月
の
市
税
事
務
所
の
発
足

時
に
、
市
税
徴
収
対
策
会
議
を
組
織
し
た
。

そ
こ
で
各
年
度
の
組
織
目
標
を
設
け
、
そ
の

達
成
に
向
け
重
点
実
施
事
項
を
定
め
て
い
る
。

高
額
滞
納
事
案
の
滞
納
処
分
の
強
化
や
、
分

割
納
付
誓
約
の
履
行
確
認
の
徹
底
な
ど
を
定

め
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
 

　
そ
れ
に
加
え
て
平
成
25
年
度
か
ら
は
、
市

税
事
務
所
納
税
課
の
管
理
者
に
よ
る
内
部
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
、
指
示
事
項
の
進
行
管
理
、
新

規
高
額
滞
納
案
件
の
滞
納
処
分
の
強
化
に
も

重
点
を
置
い
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
税
金
・
料
金
お
知
ら
せ
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
夜
間
、
休
日
に
電
話
で
未
納
の
お
知

ら
せ
や
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
開
始
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
納
税
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、

新
規
滞
納
防
止
を
図
っ
て
い
る
。
　
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
の
結
果
、
市
税
収
入
率
を
、

31
年
ぶ
り
に
97
％
台
に
回
復
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
組
織
的
・
効

果
的
な
徴
収
対
策
を
推
進
し
、
さ
ら
な
る
税

収
確
保
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
9
月
1
日
に
実
施
し
た
、
本
市

　
　
　
　
　
初
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
活
用
 

し
た
全
市
民
参
加
型
防
災
訓
練
の
総
括
と
今

後
の
防
災
事
業
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。
　

　
　
　
　
　
今
回
の
訓
練
は
、
市
民
の
防
災

　
　
　
　
　
意
識
の
向
上
を
目
的
に
行
っ
た
。
 

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
や
、
緊
急
速
報
メ
ー

ル
や
津
波
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
を
活
用
し
た
訓

練
、
家
庭
や
地
域
・
学
校
・
企
業
な
ど
で
自

主
的
な
避
難
訓
練
を
行
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
の

不
具
合
に
よ
り
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
一
部

配
信
さ
れ
な
い
事
態
が
発
生
し
た
が
、
既
に

シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
終
え
て
い
る
。
そ
の
他
、

訓
練
に
関
す
る
事
故
報
告
は
な
か
っ
た
。
 

　
今
回
、
市
民
約
11
万
人
、
約
5
5
0
団
体

の
参
加
登
録
が
あ
り
、
市
民
全
体
の
防
災
意

識
が
高
ま
っ
た
。
市
立
幼
稚
園
、
小
・
中
・

高
等
学
校
、
全
2
1
3
校
が
参
加
し
、
子
ど

も
た
ち
の
新
た
な
防
災
意
識
も
芽
生
え
た
。

地
域
で
は
、
学
校
や
医
療
機
関
と
連
携
し
た

取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
防
災
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
連
携
が
図
ら
れ
た
。

集
計
中
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
約

9
割
の
方
々
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
 

　
今
後
は
、
参
加
い
た
だ
い
た
各
機
関
や
団

体
の
意
見
を
聴
い
て
検
証
し
、
こ
の
事
業
を

ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

   

　
本
会
議
で
の
質
疑
・
質
問
と
答
弁
は
、

要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

　
詳
細
を
記
し
た
会
議
録
は
、12
月

上
旬
以
降
、市
立
文
書
館
、中
央
図
書

館
、門
司
・
若
松
・
八
幡
・
八
幡
西
・
戸

畑
図
書
館
お
よ
び
市
議
会
事
務
局
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
 

　
ま
た
、市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
で
も
12
月
中

旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。
 

 

本会議での質疑・質問と答弁

　9月定例会が9月2日から9月30日までの29日間の
会期で開かれました。
　市長から53件の議案が提出され、審議の結果、すべて
の市長提出議案を原案のとおり決定しました。また、議員
から15件の議案が提出され、うち11件を可決しました。

主
な
内
容

1～4面

4面

本会議での質疑・質問と答弁

議会報告会のお知らせ　など

決算特別委員会　市長質疑の質疑と答弁

1 4

□全世帯配布1430001F
次回の定例会は、12月開催の予定です。 
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全
市
民
参
加
型
防
災
訓
練

収
入
未
済
額
の

大
幅
な
縮
減
を
実
現

平
成
25
年
度
決
算
の
特
色
は

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で

小
倉
市
街
地
の
活
性
化
を

産
学
連
携
に
よ
る

人
口
減
少
対
策

次回の定例会は、12月開催の予定です。 

大葉しゅんぎく（小倉南区）

第 1 分 科 会

防犯カメラを連携させたシステムづくりを

Q1
　本市では、防犯カメラを特定の繁華街などに設置
しているが、今後は、全区にバランスよく配置し、本
市と警察、民間設置のカメラを連携させた新たな安
全・安心システムを構築してはどうか。

A1
　平成24年、小倉北区や八幡西区の繁華街で事件
が相次いだことから、158台の防犯カメラを設置し
た。また、昨年、若松区でも事件が発生したことから、
主要な幹線道路6箇所に約30台程度のカメラの設
置を進めている。
　防犯カメラは、検挙活動や事件解決、犯罪抑止に
効果がある。本市には多くの防犯カメラが設置され
ている。県警察では公共や民間設置のカメラの設置
場所や台数など情報の集約を進めている。本市では、
この情報の集約が市全体の防犯カメラのネットワー
クづくりにつながると考えている。

　平尾台に分布する古生代の地質などは、都市型ジ
オパークとしてのポテンシャルが高いと評価されて
いる。日本ジオパーク認定には、市民の理解と盛り
上がりが大事だが、その認知度を伺う。
　ジオパークという概念が比較的新しく、容易に理
解されにくいことから、周知事業を行っている。継続
した普及活動で関心も高まりつつある。
　認知度をさらに高めるために、Ｗｅｂ上で閲覧でき
るバーチャル説明版の拡充や、ガイドマップの作成、
ツアーの開発、日本ジオパーク認定の必要条件であ
る持続的に活動を支えていく官民一体となった組織
の設立準備などに力を注ぎたい。
　こうした取り組みを通じて、都市型ジオパークの
魅力を市民に伝えるとともに、全国に発信できるよ
う活動の充実に努めていきたい。

北九州ジオパーク構想の認知度は

Q2

A2

第 3 分 科 会第 2 分 科 会

市長質疑の様子は、市議会ホームページでご覧いただけます。市長質疑の様子は、市議会ホームページでご覧いただけます。

9月22日に行われた市長への質疑の中から、いくつかの質疑と答弁の要旨を紹介します。

決算特別委員会決算特別委員会決算特別委員会

保育士確保に向けた取り組み支援を

Q1
　保育事業者や新卒予定者などの意向を十分に把
握して、さらに効果的な保育士確保に取り組むべき
と考えるが、見解を伺う。

A1
　保育事業者や学生等の意向は、様々な機会を通じ
て把握に努めている。
　こうした把握により、次期子どもプランの素案の
中で、保育士と保育所双方の希望を調整して就職を
進める、(仮称)保育士・保育所支援センターを新た
に開設することとしている。
　今後は、保育士養成施設との連携をさらに密に行い、
直接施設に出向いて、より多くの学生に説明する機
会を増やしたい。また、保育資格活用研修では、ハロ
ーワークと連携して、潜在保育士のニーズの把握や
掘り起こしを進め、本市保育所の魅力を直接訴えて
いきたい。

　家庭ごみの施策は、収集前に散乱したごみを自主
的に清掃している住民の善意に依存しており、充分
ではないと考えるが、見解を伺う。
　対策チームなどは、まず、地域の意見を伺い、その
上で対策を行うなど地域と一緒に改善に取り組んで
いる。一方、40年を経過した現行のステーション方
式を検証するため、審議会に今後のあり方を諮問した。
ごみ問題は、設置者、管理者、市民それぞれの立場を
明確にすることが重要などの意見がでた。ごみ問題
は地域とのつながりが重要で、審議会では、どこまで
が地域の役割なのか、しっかり整理することにして
いる。
　今後も地域の皆さんや、議会、審議会などの議論
を踏まえて、市内すべてのステーションが清潔に保
たれるよう努力していきたい。

ごみステーションの実態調査は

Q2

A2

本市の核となるニューツーリズムとは

Q1
　今後の核となる本市ならではのニューツーリズム
（地域の特性を活かした旅行者のニーズに沿った観
光を提供すること）について伺う。

A1
　全国的にも評価の高い産業観光から、近年は工場
夜景ツアーなどが全国から注目されている。
　今後のニューツーリズムの推進では、観光振興プ
ランの中で、環境観光やサブカル観光などの磨き上
げを行い、そこに人・物語を付して情報発信を行うと
している。特に環境観光は、北九州エコタウンや、響
灘ビオトープなど多彩な集客素材がある。本市は、
官民一体で公害を克服した歴史があるからこそリア
ルに伝わる面があり、世界に発信できる核として磨
き上げていきたい。今後はどのような素材があるか
官民で構成するワーキンググループの中でも研究
していきたい。

　栄養教諭の配置は、命にかかわる重要な問題で、
市独自の配置を行うべきと考えるが見解を伺う。

　県が負担する栄養教諭の定数は、法律で給食室を
設置している学校を対象に在籍する児童生徒数な
どによる基準が定められている。本市では、県教育
委員会から基準どおりに配当されている。また、アレ
ルギー疾患対応や食育では、栄養教諭のみならず、
養護教諭や学校全体で組織として対応すべきもの
と考えており、全職員で対応できるよう、研修会の実
施など体制整備に取り組んでいる。
　教育委員会では、市独自で栄養教諭を配置するこ
とは考えていないが、アレルギー対応など安全な給
食を提供するために栄養教諭の配置は、重要と認識
している。配置充実については、国や県に引き続き、
要望を行っていきたい。

アレルギー疾患対策を

Q2

A2

お　知　ら　せ

視覚障害(1級か2級)のある方に、市議会だよりの点字版、テキスト版CD（※）、音声
版CDなどを無料でお届けします。 
※テキスト版CDの視聴は専用ソフトが必要です。 
聴覚障害のある方が本会議の傍聴を希望する時は、要約筆記者や手話通訳者の派遣
先を紹介しています。事前にお問い合わせください。 
【問い合わせ先】　市議会事務局総務課　　 582-2621

可決した意見書・決議
　市議会では、議員提出議案として、市政や市民の皆さんの生活に関わりの深い事柄
等について改善を求めるため、国や関係機関への意見書の提出や決議を行っています。 
　今定例会では、14件の意見書・決議が提出され、うち1件の決議と9件の意見書を可
決しました。 
　その件名の一部をご紹介します。 

 

＊
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練 

　
「
ま
ず
低
く
、頭
を
守
り
、動
か
な
い
」
と
い

う
身
を
守
る
た
め
の
基
本
的
な
行
動
を
、不
特

定
多
数
の
方
々
が
、指
定
さ
れ
た
訓
練
日
時
に

学
校
・
職
場
な
ど
で
一
斉
に
実
施
す
る
大
規
模
な

地
震
防
災
訓
練
の
こ
と
。 

地
震
発
生
時
の
安
全
確
保
行
動
1-

2-

3
 

（
D
r
o
p,
C
o
v
e
r,
a
n
d
 
H
o
l
d
 
O
n
） 

＊ 

    　
　
　
　
　
小
倉
城
を
中
心
と
し
た
城
下
町
 

　
　
　
　
　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
構
築
に
向
 

け
、
国
の
補
助
事
業
終
了
後
も
、
ラ
イ
ト
ア
 

ッ
プ
事
業
を
継
続
し
て
は
ど
う
か
。
 

　
　
　
　
　
鍛
冶
町
と
堺
町
の
賑
わ
い
や
地
 

　
　
　
　
　
元
の
歴
史
・
文
化
を
再
認
識
す

る
機
会
を
創
出
す
る
た
め
、
小
倉
社
交
事
業

組
合
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
を
計
画
し
て
い

る
。
伝
統
的
な
特
産
品
の
小
倉
織
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
特
徴
的
な
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
あ
る
。

本
市
も
こ
の
エ
リ
ア
が
華
や
か
に
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
う
こ
と
は
、

地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
補
助
事
業
申
請
時
の
計

画
づ
く
り
段
階
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
事
業

採
択
に
向
け
て
全
面
的
に
協
力
し
て
い
る
。
 

　
こ
れ
ら
地
域
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
取

り
組
み
は
、
商
店
街
組
合
な
ど
が
自
ら
実
施
、

運
営
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
に
、
国
や
市
で

は
、
様
々
な
支
援
制
度
を
設
け
て
い
る
。
　
 

　
こ
の
事
業
が
採
択
さ
れ
、
事
業
が
実
現
し

終
了
し
た
後
も
、
組
合
が
事
業
継
続
を
希
望

す
る
場
合
は
、
継
続
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な

補
助
金
が
活
用
で
き
る
か
、
関
係
機
関
や
地

元
関
係
者
と
十
分
に
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
本
市
が
先
導
的
な
立
場
に
あ
る
 

　
　
　
　
　
産
学
連
携
の
促
進
に
よ
り
、
地

場
産
業
の
振
興
や
起
業
な
ど
を
人
口
増
に
活

か
せ
な
い
か
、
そ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
北
九
州
産
業
学
術
 

　
　
　
　
　
推
進
機
構
を
中
核
機
関
と
し
て
、

産
学
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

　
今
後
の
取
り
組
み
で
は
、
学
研
都
市
を
中

心
と
し
た
次
世
代
産
業
の
振
興
に
向
け
た
新

た
な
戦
略
を
進
め
て
い
る
。
次
世
代
自
動
車

産
業
拠
点
づ
く
り
で
は
、
大
手
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
開
発
セ
ン
タ
ー
の
進
出
を
表
明
す
る

な
ど
、
拠
点
形
成
に
向
け
た
新
し
い
動
き
が

出
て
き
て
い
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
振
興
の
拠

点
づ
く
り
で
は
、
市
場
拡
大
が
見
込
ま
れ
る

中
小
企
業
向
け
や
介
護
・
生
活
支
援
向
け
ロ

ボ
ッ
ト
の
開
発
と
普
及
を
進
め
て
い
く
。
 

　
ま
た
、
学
研
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
の
起
業

支
援
も
進
め
て
い
く
。
特
に
、
産
業
競
争
力

強
化
法
に
基
づ
き
本
市
の
創
業
支
援
事
業
計

画
が
認
定
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、

新
た
な
起
業
に
よ
る
雇
用
創
出
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
。
 

　
新
成
長
戦
略
に
基
づ
き
、
産
学
連
携
に
よ

る
地
場
産
業
の
振
興
や
、
企
業
、
研
究
機
関

の
誘
致
、
創
業
支
援
を
行
い
、
優
秀
な
人
材

確
保
と
人
口
増
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。
 

産
業
経

済
局
長

 
議
　
員

産
業
経

済
局
長

 
議
　
員

仁川広域市代表団による
議会表敬

「暴力追放に関する決議」 
を行いました。

　8月１日、本市の姉妹都市である韓国･仁川広
域市議会のノ・ギョンス議長をはじめとする訪
問団が北九州市議会を表敬訪問しました。
　会談のなかでは、今後も良きパートナーとし
て交流を図り、両市の発展と友好を目指してい
きたいなどの意見が交わされました。

　9月25日、本市議会は、本市に拠点を置く暴
力団の最高幹部2名が逮捕されたことを受け、
福岡県警察に対し、事件の全容解明と市民の安
全確保に向けたあらゆる対策を講じることを要
望するとともに、引き続き、行政、事業者、市民
が一丸となって、「暴力のない明るく安心して
暮らせる北九州市」の実現に向けて全力でまい
進することを全会派一致で決議しました。

議場開催では、先着60人は議員席に座ることができ、本会議の雰囲気が疑似体験できます！！
　

議会報告会議会報告会
意見聴取会意見聴取会

あなたの

コムシティ3階 

を聞かせてくださいあなたの を聞かせてください

北九州市役所横
議事堂 議場で 開催初

11
17日（月）八幡西生涯学習 

総合センター 
19日（水）ウェルとばた 多目的ホール 

月 21日 は（金）いずれも 
18：00受付、18：30開始 

【問い合わせ先】　市議会事務局総務課 582-2622

○暴力追放に関する決議 決　議
○軽度外傷性脳損傷に係る周知及び労災認定基準の改正等を求める意見書 意見書

ほか　8件 

市長質疑の様子は、市議会ホームページでご覧いただけます。

報告項目
自然災害対策

少子化対策

老朽空き家等除却促進事業

小・中学校のトイレの洋式化

在宅介護の実態と対策

北九州空港の活性化
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国
に
お
い
て
平
成
27
年
度
か
ら
、

　
　
　
　
　
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
3
法
が

本
格
施
行
さ
れ
る
。
本
市
の
関
連
条
例
の
基

準
等
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
子
ど
も
の
成
長
や
子
育
て
を
支
 

　
　
　
　
　
え
る
こ
と
は
、
自
治
体
に
と
っ

て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
 

　
そ
の
中
で
も
、
保
育
政
策
は
、
常
々
充
実

と
強
化
を
図
っ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
年

度
当
初
の
保
育
所
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現
や
、

保
育
所
保
育
士
の
独
自
加
配
な
ど
独
自
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
で
あ
る
。
ま
た
、
保
育
士
の
専

門
性
や
資
質
の
向
上
を
図
る
多
様
な
研
修
の

実
施
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
 

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
も
、
全
国
に
先
駆

け
、
希
望
す
る
全
て
の
小
学
生
を
受
け
入
れ

る
全
児
童
化
に
取
り
組
み
、
平
成
23
年
度
以

降
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
維
持
し
て
い
る
。
 

　
平
成
27
年
度
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
が
実
施
さ
れ
、
市
町
村
は
実
施
主
体

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
本
市
は
、
現
行
の
独
自
基

準
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、
小
規
模
保
育
の

保
育
士
配
置
な
ど
で
も
、
国
を
上
回
る
基
準

を
設
定
し
て
い
る
。
 

　
現
在
策
定
し
て
い
る
次
期
子
ど
も
プ
ラ
ン

で
は
、
平
成
29
年
度
末
ま
で
に
、
潜
在
ニ
ー

ズ
を
含
む
年
間
を
通
じ
た
待
機
児
童
の
解
消

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
教

育
・
保
育
の
質
の
向
上
や
保
育
士
確
保
の
取

り
組
み
も
充
実
し
て
い
き
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
今
回
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
、
従
来
 

　
　
　
　
　
の
手
法
と
比
較
し
て
、
ど
の
程

度
、
バ
リ
ュ
ー
・
フ
ォ
ー
・
マ
ネ
ー
（
経
費

節
減
）
が
あ
る
と
試
算
し
て
い
る
の
か
。
 

　
　
　
　
　
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
で
は
、
都
心
 

　
　
　
　
　
部
に
人
が
集
い
、
賑
わ
い
あ
ふ

れ
る
本
市
の
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｆ

Ｉ
手
法
を
活
用
し
て
、
市
民
に
夢
と
感
動
を

提
供
で
き
る
施
設
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
議
会
で
、
設
計
・
建
設
と
15
年
間

の
管
理
運
営
を
含
め
、
契
約
予
定
額
1
0
7

億
円
の
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
な
ど
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

の
契
約
議
案
を
上
程
し
て
い
る
。
 

　
バ
リ
ュ
ー
・
フ
ォ
ー
・
マ
ネ
ー
は
、
国
が

作
成
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
者
が
建
設
・
管
理
・
運
営
す
る
場
合

と
、
市
が
直
接
行
う
場
合
の
ラ
イ
フ
・
サ
イ

ク
ル
・
コ
ス
ト
を
、
現
在
価
値
に
換
算
し
た

額
で
比
較
を
行
う
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
が
算
定

し
た
額
は
約
82
億
円
で
あ
る
。
市
が
直
接
行

う
場
合
は
約
92
億
円
の
算
定
に
な
り
、
そ
の

差
は
約
10
億
円
で
あ
る
。
率
に
換
算
す
る
と

約
11
％
の
経
費
節
減
が
で
き
る
と
考
え
る
。
 

     　
　
　
　
　
映
画
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
等
の
誘
 

　
　
　
　
　
致
・
支
援
実
績
、
経
済
効
果
、
 

今
後
の
展
開
の
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
映
画
等
の
撮
影
を
 

　
　
　
　
　
誘
致
・
支
援
す
る
フ
ィ
ル
ム
・

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

　
平
成
25
年
度
は
、
映
画
は
5
本
、
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
は
21
本
を
誘
致
・
支
援
し
た
。
ま
た
、

ロ
ケ
隊
の
宿
泊
数
は
1
万
4
0
3
2
泊
、
ロ

ケ
隊
滞
在
の
直
接
経
済
効
果
は
約
3
億

1
0
0
0
万
円
、
市
民
エ
キ
ス
ト
ラ
参
加
数

は
5
0
4
0
名
と
過
去
最
高
の
実
績
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
北
九
州
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
タ
と
題

し
た
野
外
上
映
会
な
ど
15
の
映
画
関
連
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
た
。
日
本
初
の
ロ
ケ
地
修
学

旅
行
に
4
3
0
人
の
高
校
生
が
参
加
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
年
を
通
し
て
映
画
な
ど

の
撮
影
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
み
な
ら
ず
、

経
済
効
果
な
ど
多
岐
に
亘
る
効
果
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
「
本
市
は
映
画
の
ま
ち
で
あ
る
」
と

胸
を
張
っ
て
言
え
る
状
況
に
至
っ
た
の
は
、

撮
影
に
対
す
る
市
民
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
 

　
今
後
は
、
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

成
果
を
活
か
し
、
映
画
を
切
り
口
と
し
た
事

業
を
展
開
し
、
「
映
画
の
ま
ち
北
九
州
」
と

い
う
新
た
な
都
市
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
に
よ
る

ま
ち
の
活
性
化
に
努
め
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
新
成
長
戦
略
の
中
で
、
中
小
企

　
　
　
　
　
業
振
興
策
の
施
策
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
機
能
さ
せ
、
よ
り
一
層
効
果
的

な
も
の
と
す
る
た
め
の
対
策
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
中
小
企
業
は
、
本
市
経
済
の
要

　
　
　
　
　
で
あ
り
、
平
成
25
年
度
か
ら
3

年
間
の
産
業
振
興
指
針
と
な
る
新
成
長
戦
略

の
中
で
、
徹
底
し
た
支
援
を
行
う
方
向
性
を

示
し
て
い
る
。
 

　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
は
大
変
重
要
で
、
新

成
長
戦
略
推
進
本
部
に
よ
る
事
業
の
具
体
的

な
工
程
表
の
策
定
や
公
表
を
行
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
外
部
有
識
者
か
ら
な
る
新
成
長
戦

略
推
進
懇
話
会
で
、
事
業
の
検
証
と
改
善
を

図
っ
て
い
る
。
 

　
平
成
25
年
度
終
了
後
、
速
や
か
に
雇
用
創

出
の
状
況
等
を
取
り
ま
と
め
推
進
本
部
を
開

催
し
た
。
正
規
・
非
正
規
な
ど
、
き
め
細
か

い
雇
用
状
況
の
把
握
、
女
性
雇
用
創
出
の
配

慮
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
た
め
居
住
の
観
点

が
必
要
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。
推
進
懇
話

会
で
は
、
中
小
企
業
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
の

継
続
や
、
研
究
開
発
予
算
の
確
保
、
地
域
特

性
に
あ
わ
せ
た
き
め
細
か
い
事
業
展
開
な
ど

の
意
見
を
い
た
だ
き
、
現
在
、
工
程
表
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
こ
う
し
た
プ

ロ
セ
ス
を
着
実
に
踏
ま
え
、
効
果
的
な
施
策

の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
 

          　
　
　
　
　
今
年
7
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
家

　
　
　
　
　
庭
ご
み
の
ふ
れ
あ
い
収
集
の
サ

ー
ビ
ス
利
用
要
件
の
緩
和
と
、
事
業
の
周
知

に
つ
い
て
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
収
集
は
、
ご
み
出
し

　
　
　
　
　
が
困
難
な
高
齢
者
支
援
強
化
策

の
一
環
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
対
象
者
要

件
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
で
、
高
齢
者
は

要
介
護
度
2
以
上
の
方
、
障
害
者
は
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で

あ
る
。
申
込
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
電
話
を
受

け
た
職
員
が
出
向
き
手
続
き
す
る
な
ど
、
利

用
者
の
立
場
に
た
ち
、
き
め
細
か
く
対
応
し

て
い
る
。
利
用
者
の
声
も
好
評
で
あ
る
。
 

　
高
齢
者
の
ご
み
出
し
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
も
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
の
声
を

聞
い
て
、
制
度
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
、

研
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
。
 

　
事
業
の
周
知
で
は
、
各
区
で
説
明
会
を
開

い
た
り
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
や
障
害
者

団
体
に
出
向
い
た
り
し
て
、
希
望
者
を
募
っ

て
い
る
。
ま
た
、
市
政
だ
よ
り
や
、
て
い
た

ん
プ
レ
ス
な
ど
で
も
呼
び
か
け
て
い
る
。
今

後
も
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
て
柔
軟
に
対

応
し
、
市
民
に
喜
ば
れ
る
制
度
と
し
て
根
付

く
よ
う
努
力
を
続
け
て
い
く
。
 

    　
　
　
　
　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
施

　
　
　
　
　
行
に
先
駆
け
、
本
市
で
は
、
今
 

秋
に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
モ
デ
ル
事
業
を
 

開
始
す
る
が
、
そ
の
概
要
や
狙
い
を
尋
ね
る
。
 

　
　
　
　
　
来
年
度
、
本
格
実
施
さ
れ
る
生
 

　
　
　
　
　
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
は
、

失
業
、
多
重
債
務
、
ニ
ー
ト
な
ど
課
題
を
抱

え
、
生
活
に
困
窮
す
る
方
の
相
談
を
聞
き
、

そ
の
課
題
に
応
じ
た
包
括
的
な
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
 

　
モ
デ
ル
事
業
の
概
要
は
、
生
活
に
困
っ
て

い
る
方
の
相
談
を
聞
く
自
立
相
談
支
援
、
次

に
就
労
体
験
な
ど
の
支
援
を
実
施
す
る
就
労

準
備
支
援
、
さ
ら
に
、
家
計
の
や
り
く
り
を

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
家
計
相
談
支
援
で
あ
る
。
 

　
例
え
ば
、
就
労
準
備
支
援
の
対
象
の
生
活

困
窮
者
に
は
、
社
会
適
応
能
力
な
ど
の
点
で

改
善
が
必
要
な
方
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

一
般
就
労
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
修
得
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
生
活
習
慣
の
改
善
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
習
得
な
ど
が

必
要
で
あ
る
。
 

　
こ
の
よ
う
な
段
階
的
で
一
貫
し
た
伴
走
型

の
自
立
支
援
に
よ
り
、
自
律
的
に
一
般
就
労

に
就
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、

ひ
い
て
は
困
窮
状
態
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を

事
業
の
狙
い
と
し
て
い
る
。
 

    　
　
　
　
　
黒
崎
駅
南
北
自
由
通
路
整
備
に
 

　
　
　
　
　
つ
い
て
は
、
既
存
の
南
北
通
路

を
東
側
に
拡
充
す
る
計
画
の
見
直
し
を
求
め

る
が
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
黒
崎
副
都
心
地
区
で
は
、
コ
ム
 

　
　
　
　
　
シ
テ
ィ
の
再
生
な
ど
駅
南
口
を

中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

今
後
は
、
北
側
の
整
備
と
南
側
と
の
連
携
が

重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
北
口
駅

前
広
場
の
整
備
と
、
南
北
の
連
絡
強
化
を
一

体
的
に
行
い
、
利
便
性
を
高
め
た
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
 

　
既
存
の
南
北
通
路
の
線
路
上
空
部
分
は
、

幅
員
2
・
7
ｍ
と
狭
い
上
、
昭
和
59
年
の
建

築
で
老
朽
化
も
進
み
、
耐
震
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
新
た
に
幅
員
8
ｍ
の

自
由
通
路
を
整
備
す
る
。
駅
舎
の
移
設
を
伴

う
も
の
の
、
利
便
性
面
で
も
優
れ
、
回
遊
性

の
向
上
な
ど
最
適
な
場
所
で
あ
る
。
 

　
こ
の
事
業
は
、
本
市
の
公
共
事
業
評
価
制

度
に
基
づ
き
、
必
要
性
や
効
果
な
ど
の
客
観

的
な
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
で
も
反
対
意
見
は
な
く
、
平
成
25
年

2
月
に
、
計
画
ど
お
り
進
め
る
と
決
定
さ
れ

て
い
る
。
 

　
既
存
の
南
北
通
路
東
側
へ
の
拡
充
は
、
黒

崎
バ
イ
パ
ス
の
擁
壁
や
橋
桁
が
支
障
と
な
り
、

架
設
作
業
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
施
工
が

困
難
と
考
え
て
い
る
。
 

   　
　
　
　
　
改
正
災
害
対
策
基
本
法
に
よ
る
 

　
　
　
　
　
指
定
緊
急
避
難
場
所
の
指
定
の

進
捗
状
況
や
周
知
方
法
、
ま
た
、
土
砂
災
害

警
戒
区
域
の
周
知
徹
底
な
ど
、
さ
ら
な
る
防

災
対
策
へ
の
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
県
は
、
平
成
24
・
25
年
度
に
、

　
　
　
　
　
1
3
0
6
箇
所
の
土
砂
災
害
警

戒
区
域
、
1
2
0
5
箇
所
の
特
別
警
戒
区
域

を
指
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
本
市
は
、
今

年
6
月
、
警
戒
区
域
の
範
囲
や
、
予
定
避
難

所
な
ど
を
掲
載
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
図

を
作
成
し
、
各
戸
に
配
布
し
た
。
 

　
昨
年
6
月
の
災
害
対
策
基
本
法
改
正
に
よ

り
、
災
害
の
種
類
ご
と
に
指
定
緊
急
避
難
場

所
を
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
来
か
ら

災
害
の
想
定
に
応
じ
た
避
難
所
の
指
定
を
行

っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
災
害
の
種

類
が
細
分
化
さ
れ
た
た
め
、
今
年
度
中
に
新

た
な
分
類
に
よ
り
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
 

　
ま
た
、
指
定
緊
急
避
難
場
所
や
警
戒
区
域

な
ど
災
害
に
関
す
る
幅
広
い
情
報
を
掲
載
し

た
新
た
な
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、

各
世
帯
へ
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。
 

　
市
民
が
適
切
な
避
難
行
動
を
と
れ
る
よ
う
、

土
砂
災
害
の
知
識
や
情
報
を
積
極
的
に
提
供

し
、
市
民
の
防
災
力
向
上
に
努
め
た
い
。
 

   　
　
　
　
　
将
来
の
人
口
減
少
を
に
ら
ん
で
 

　
　
　
　
　
ま
ち
の
構
造
に
あ
わ
せ
た
大
胆

な
行
政
区
の
再
編
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
行
政
区
は
、
地
方
自
治
法
に
基

　
　
　
　
　
づ
く
政
令
指
定
都
市
内
の
市
長

の
事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
に
定
め
る
区
域

で
あ
る
。
日
常
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
選
挙
区
、
防
災
対
策
の
単
位
と
な
っ
て
い

る
。
 

　
今
年
5
月
の
地
方
自
治
法
改
正
で
は
、
区

の
権
限
を
強
化
す
る
総
合
区
制
度
を
規
定
し

て
い
る
。
総
合
区
は
、
整
理
す
べ
き
課
題
も

多
く
、
ま
だ
制
度
の
詳
細
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
。
 

　
今
後
、
さ
ら
な
る
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
行
政
区
の
再

編
は
本
市
の
新
た
な
50
年
の
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
な
テ
ー
マ
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、

再
編
に
は
、
5
市
合
併
に
よ
り
成
立
し
た
本

市
の
歴
史
的
沿
革
や
市
民
感
情
な
ど
市
民
生

活
や
社
会
経
済
活
動
へ
の
影
響
が
非
常
に
大

き
い
。
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
 

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
後
制
定
さ
れ
る
地
方

自
治
法
施
行
令
の
内
容
や
、
他
の
政
令
市
の

動
向
を
見
極
め
、
幅
広
い
視
点
に
立
っ
て
研

究
を
続
け
て
い
き
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
商
店
街
の
空
き
店
舗
の
有
効
活

　
　
　
　
　
用
に
関
す
る
補
助
金
の
利
用
状

況
と
そ
の
推
移
、
ま
た
、
そ
の
対
象
要
件
の

緩
和
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
本
市
で
は
商
店
街
の
魅
力
向
上
 

　
　
　
　
　
と
新
規
開
業
を
促
進
す
る
た
め
 

商
店
街
の
空
き
店
舗
に
出
店
す
る
事
業
者
に
 

賃
貸
料
や
改
装
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
。
 

　
平
成
23
年
7
月
に
賃
借
料
の
補
助
率
を
4

分
の
1
か
ら
2
分
の
1
へ
、
限
度
額
を
50
万

円
か
ら
75
万
円
に
引
き
上
げ
た
。
さ
ら
に
、

平
成
25
年
11
月
か
ら
開
業
時
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
賃
借
料
か
改
装
費
を
選
択
で
き

る
よ
う
制
度
の
拡
充
を
行
っ
て
き
た
。
 

　
過
去
5
年
間
の
助
成
件
数
は
、
平
成
21
年

度
9
件
、
平
成
22
年
度
9
件
、
平
成
23
年
度

23
件
、
平
成
24
年
度
21
件
、
平
成
25
年
度
は

13
件
で
あ
る
。
 

　
市
政
だ
よ
り
を
は
じ
め
、
不
動
産
仲
介
業

者
な
ど
を
訪
問
し
て
説
明
す
る
な
ど
事
業
を

積
極
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
 

　
補
助
対
象
要
件
は
、
商
業
者
の
実
情
を
丁

寧
に
把
握
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
、
さ

ら
な
る
利
用
促
進
を
図
る
観
点
か
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
野
生
動
物
の
餌
付
け
を
禁
止
す

　
　
　
　
　
る
条
例
を
制
定
し
た
先
進
地
の
 

調
査
状
況
を
尋
ね
る
。
 

　
　
　
　
　
9
自
治
体
で
条
例
が
制
定
さ
れ

　
　
　
　
　
制
定
に
至
る
経
緯
や
効
果
、
課

題
に
つ
い
て
、
情
報
収
集
を
行
っ
た
。
 

　
例
え
ば
神
戸
市
で
は
、
六
甲
山
周
辺
の
住

民
や
ハ
イ
カ
ー
に
よ
り
、
長
年
餌
付
け
さ
れ

て
き
た
イ
ノ
シ
シ
が
、
レ
ジ
袋
を
持
っ
た
人

を
襲
う
人
身
事
故
が
頻
発
し
て
い
た
。
条
例

は
、
特
定
の
動
物
に
よ
る
地
域
特
有
の
重
大

な
被
害
が
あ
り
、
住
民
か
ら
対
策
の
強
い
要

望
が
あ
っ
て
制
定
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
 

　
条
例
の
効
果
は
、
市
民
意
識
の
向
上
や
、

マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
り
周
知
が
行
き
届
き
、

餌
や
り
が
な
く
な
っ
た
な
ど
の
成
果
が
あ
っ

た
。
そ
の
一
方
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
委
託

経
費
が
か
さ
む
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。
 

　
条
例
化
に
至
る
に
は
、
被
害
実
態
と
住
民

の
要
望
度
合
い
の
確
認
、
規
制
対
象
と
す
べ

き
野
生
動
物
の
特
定
、
罰
則
規
程
の
有
効
性

の
検
討
な
ど
の
整
理
が
必
要
で
あ
る
。
 

　
今
後
も
、
餌
付
け
対
策
に
は
、
個
々
の
事

例
に
丁
寧
に
対
応
し
、
ま
ず
は
実
態
調
査
を

行
う
な
ど
、
条
例
化
も
含
め
有
効
な
対
策
を

研
究
し
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
本
市
の
観
光
プ
ラ
ン
が
目
指
す

　
　
　
　
　
観
光
都
市
北
九
州
の
あ
り
方
を
 

伺
う
。
 

　
　
　
　
　
観
光
振
興
は
、
宿
泊
、
交
通
、

　
　
　
　
　
飲
食
な
ど
幅
広
い
産
業
に
波
及

し
、
本
市
の
経
済
振
興
に
と
っ
て
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
る
。
今
年
5
月
に
改
定
し
た
観

光
振
興
プ
ラ
ン
は
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
現
状

把
握
調
査
や
、
専
門
家
に
よ
る
検
討
会
議
、

地
元
観
光
関
連
団
体
実
務
者
か
ら
な
る
作
業

部
会
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、

官
民
協
働
で
作
っ
た
。
目
標
年
で
あ
る
平
成

31
年
の
あ
り
た
い
姿
を
「
近
い
将
来
『
北
九

州
に
観
光
に
行
こ
う
！
』
と
言
わ
れ
る
観
光

都
市
に
な
る
」
と
し
た
。
 

　
観
光
振
興
体
制
を
整
え
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
Ｍ

ビ
ル
内
に
観
光
関
連
の
官
民
組
織
を
集
結
さ

せ
た
。
さ
ら
に
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
推
進
本
部
を

立
ち
上
げ
、
観
光
振
興
プ
ラ
ン
の
具
体
化
へ

向
け
た
実
施
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
。
行

政
内
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
が
関
わ
る
観
光

の
課
題
解
決
を
検
討
す
る
た
め
の
調
整
会
議

の
設
置
も
検
討
し
て
い
る
。
 

　
今
後
は
こ
の
プ
ラ
ン
の
重
点
で
あ
る
情
報

発
信
強
化
を
着
実
に
実
行
し
、
本
市
観
光
振

興
プ
ラ
ン
が
掲
げ
る
、
あ
り
た
い
姿
の
実
現

に
向
か
っ
て
官
民
で
努
力
し
て
い
く
。
 

    　
　
　
　
　
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
な
ま
 

　
　
　
　
　
ち
に
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
 

施
策
を
進
め
て
い
く
の
か
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
認
知
症
対
策
は
こ
れ
か
ら
の
高
 

　
　
　
　
　
齢
者
施
策
の
大
き
な
柱
で
あ
り

重
要
か
つ
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
 

　
今
後
は
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

の
設
置
や
、
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の

増
設
、
医
療
と
介
護
の
連
携
拠
点
を
設
置
な

ど
に
よ
り
、
地
域
で
生
活
す
る
方
を
支
え
て

い
く
。
家
族
の
支
援
強
化
と
し
て
、
2
校
区

で
実
施
し
た
徘
徊
高
齢
者
捜
索
模
擬
訓
練
を

全
区
で
実
施
す
る
。
小
型
化
し
た
G
P
S
を

利
用
し
た
位
置
探
索
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
普

及
さ
せ
た
い
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
ま
で
に
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
1
0
万
人
の
養
成
を
目

標
に
順
次
取
り
組
ん
で
い
く
。
 

　
地
域
で
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
と
し
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
見
守
り
や
、
生

活
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
た
め

に
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す

る
。
身
近
な
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
全
市

民
セ
ン
タ
ー
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・

ブ
ラ
ン
チ
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
認
知
症
支

援
・
介
護
予
防
を
総
合
的
に
支
援
す
る
拠
点

の
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
無
料
化
を
早
期
実
現
す
る
た
め
、
 

　
　
　
　
　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
補
助
金
の
活
用
や
市
の

出
資
金
の
取
り
扱
い
、
市
費
の
負
担
な
ど
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
若
戸
大
橋
の
無
料
化
は
、
本
市
 

　
　
　
　
　
が
掲
げ
る
新
成
長
戦
略
の
取
り

組
み
に
弾
み
が
つ
き
、
市
全
体
の
活
性
化
に

繋
が
る
。
若
松
地
域
の
振
興
は
も
と
よ
り
、

市
民
全
体
の
生
活
利
便
性
が
向
上
す
る
な
ど
、

早
期
の
実
現
が
望
ま
れ
て
い
る
。
 

　
無
料
化
の
検
討
を
進
め
る
中
で
、
平
成
25

年
度
ま
で
出
資
金
、
借
入
金
を
合
わ
せ
約
78

億
円
の
未
償
還
額
が
あ
る
こ
と
と
、
無
料
化

後
の
維
持
管
理
に
、
年
間
約
5
億
円
の
費
用

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
の
2
つ
の
問
題
が
あ
り
、

財
源
確
保
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
 

　
そ
こ
で
、
料
金
収
入
か
ら
支
出
し
て
い
る

維
持
管
理
費
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
補
助
金
を
活
用
す
る

こ
と
で
公
社
負
担
を
軽
減
し
、
借
入
金
の
返

済
等
に
あ
て
る
こ
と
、
市
の
出
資
金
の
放
棄

や
、
市
費
に
よ
る
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と

で
、
未
償
還
額
の
削
減
や
、
償
還
期
限
を
前

倒
し
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
て
い
る
。
 

　
今
後
は
、
本
市
の
将
来
的
な
財
政
状
況
を

勘
案
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
、

で
き
る
だ
け
早
期
の
無
料
化
を
実
現
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
 

    　
　
　
　
　
八
幡
ぎ
ょ
う
ざ
に
今
後
ど
の
よ

　
　
　
　
　
う
な
展
開
を
望
む
の
か
、
食
に
 

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
評
価
と
今
後
の
取
り
組
 

み
に
つ
い
て
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
和
食
の
無
形
文
化
遺
産
登
録
な

　
　
　
　
　
ど
、
食
に
対
す
る
関
心
は
ま
す
 

ま
す
高
ま
り
、
食
を
通
じ
た
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
 

プ
は
、
重
要
な
都
市
戦
略
で
あ
る
。
本
市
で
 

は
八
幡
ぎ
ょ
う
ざ
な
ど
、
多
く
の
個
性
的
な
 

ご
当
地
グ
ル
メ
が
育
ま
れ
て
き
た
。
こ
の
た
 

め
、
今
年
4
月
に
食
の
魅
力
創
造
・
発
進
室
 

を
新
設
し
、
食
の
魅
力
発
信
な
ど
に
取
り
組
 

ん
で
い
る
。
 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
10
月
3
日
か
ら
5
日
、

全
国
餃
子
サ
ミ
ッ
ト
・
全
国
餃
子
祭
り
i
n

北
九
州
が
八
幡
東
区
東
田
地
区
で
開
催
さ
れ

る
。
10
万
人
の
集
客
が
見
込
ま
れ
、
市
内
全

体
で
様
々
な
波
及
効
果
が
あ
り
、
製
鉄
所
関

連
施
設
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た
機

運
の
高
ま
り
に
も
つ
な
が
る
。
今
回
を
契
機

に
八
幡
ぎ
ょ
う
ざ
の
知
名
度
は
上
が
り
、
本

市
を
代
表
す
る
ご
当
地
グ
ル
メ
、
新
た
な
観

光
資
源
と
な
る
よ
う
飛
躍
を
期
待
し
て
い
る
。
 

　
今
後
も
グ
ル
メ
団
体
や
事
業
者
な
ど
と
協

働
し
、
食
を
通
じ
て
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
や
ま
ち
づ
く
り
を
加
速
し
て
い
き
た
い
。
 

           

    　
　
　
　
　
林
芙
美
子
記
念
資
料
室
の
リ
ニ

　
　
　
　
　
ュ
ー
ア
ル
と
林
芙
美
子
文
学
賞

と
の
連
携
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
 

　
　
　
　
　
幼
少
時
代
か
ら
始
ま
り
、
放
浪

記
の
刊
行
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
な
っ
た

時
代
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
戦
地
に
赴
い

た
時
代
、
そ
し
て
終
戦
後
執
筆
活
動
を
再
開

し
た
芙
美
子
を
襲
っ
た
突
然
の
死
ま
で
を
展

示
す
る
。
こ
の
よ
う
な
芙
美
子
の
足
跡
を
た

ど
り
な
が
ら
、
一
生
を
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
る
展
示
は
全
国
初
で
あ
る
。
展
示
数
は
、

映
画
資
料
を
加
え
、
現
在
の
80
点
か
ら

1
8
0
点
に
な
る
。
ま
た
、
展
示
室
は
、
文

学
賞
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、
2
部
屋
か
ら
4

部
屋
へ
拡
大
さ
れ
る
。
 

　
今
年
度
創
設
し
た
林
芙
美
子
文
学
賞
は
、

本
市
の
豊
か
な
文
学
土
壌
の
発
信
と
、
人
材

育
成
へ
の
寄
与
を
目
的
に
し
て
い
る
。
選
考

委
員
の
知
名
度
や
広
報
活
動
に
よ
り
、
認
知

度
、
注
目
度
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
相
乗
効
果
を
挙
げ
る
た
め
、
来
年
2

月
の
文
学
賞
表
彰
式
に
あ
わ
せ
て
記
念
室
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
う
。
こ
れ

ら
の
情
報
発
信
や
、
映
画
・
芸
能
資
料
室
松

永
文
庫
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
実
効
性
あ
る
危
険
ド
ラ
ッ
グ
防
 

　
　
　
　
　
止
対
策
推
進
の
た
め
、
条
例
化

の
検
討
へ
の
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
、
乱
用
す
る
 

　
　
　
　
　
こ
と
に
よ
り
健
康
被
害
が
生
じ

る
だ
け
で
な
く
、
将
来
、
覚
醒
剤
や
麻
薬
に

手
を
出
す
可
能
性
も
高
く
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ

の
撲
滅
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
 

　
国
は
、
指
定
薬
物
の
所
持
、
使
用
な
ど
を
、

今
年
の
4
月
1
日
施
行
で
禁
止
し
た
。
そ
の

後
、
指
定
薬
物
を
1
4
0
0
物
質
に
増
加
さ

せ
、
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
本
市
は
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
販
売
店

舗
を
無
承
認
医
薬
品
販
売
疑
い
で
立
ち
入
り

検
査
が
で
き
る
。
ま
た
、
国
・
県
が
指
定
薬

物
の
検
査
命
令
、
販
売
禁
止
命
令
を
繰
り
返

し
行
う
こ
と
が
で
き
、
事
実
上
、
営
業
を
継

続
で
き
な
く
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
。
 

　
ま
た
、
本
市
で
は
、
今
年
7
月
に
施
行
し

た
安
全
・
安
心
条
例
で
、
事
業
者
が
危
険
ド

ラ
ッ
グ
の
販
売
な
ど
、
違
法
・
脱
法
行
為
を

行
わ
な
い
こ
と
を
趣
旨
と
し
た
規
定
を
設
け
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
始
め
と
す
る
薬
物
等
の
撲

滅
に
市
民
、
地
域
団
体
、
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
 

　
新
た
な
条
例
制
定
は
、
他
の
自
治
体
の
状

況
も
見
な
が
ら
、
研
究
を
進
め
て
い
く
。
 

    　
　
　
　
　
折
尾
警
察
署
跡
地
の
施
設
配
置
 

　
　
　
　
　
で
は
、
賑
わ
い
の
創
出
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
折
尾
地
区
総
合
整
備
事
業
は
、
 

　
　
　
　
　
様
々
な
事
業
を
総
合
的
に
整
備

す
る
こ
と
で
、
交
通
渋
滞
を
解
消
し
、
回
遊

性
の
向
上
な
ど
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
 

　
該
当
地
は
折
尾
駅
に
近
接
し
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
、
賑
わ
い
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
上
で
重
要
な
市
有
地
で
、
一
体
的
な
利
活

用
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
 

　
折
尾
の
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
早
期
に
目
に
見
え
る

形
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
今
年
7
月
か
ら
民
間
企
業
約
40
社
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
た
。
 

　
そ
の
な
か
で
、
跡
地
の
開
発
は
、
折
尾
駅

か
ら
至
近
距
離
に
位
置
し
、
折
尾
の
顔
と
な

る
立
地
で
あ
る
こ
と
、
総
合
整
備
事
業
に
よ

り
、
駅
周
辺
が
魅
力
的
に
再
整
備
さ
れ
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
開
発
の
可
能
性
を
有
し
て
い

る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
そ
の
可
能
性
の
あ

る
機
能
と
し
て
住
居
系
、
サ
ー
ビ
ス
・
業
務

系
な
ど
幅
広
く
提
案
を
い
た
だ
い
た
。
 

　
こ
う
し
た
提
案
を
踏
ま
え
、
今
後
地
元
住

民
の
ニ
ー
ズ
も
把
握
し
つ
つ
、
賑
わ
い
の
核

と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
な
ま
ち
を

＊
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル 

　
計
画(

P
l
a
n)

、実
行(

D
o)

、評
価(
C
h
e
c
k)

、

改
善(

A
c
t
i
o
n)

と
い
う
4
段
階
を
繰
り

返
す
こ
と
で
次
の
計
画
に
い
か
そ
う
と
す
る
考

え
方
。 

中
小
企
業
振
興
策
の

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

＊ 家
庭
ご
み
の

ふ
れ
あ
い
収
集
の
状
況

生
活
困
窮
者
の

自
立
支
援
の
狙
い

黒
崎
駅
南
北
自
由
通
路

整
備
の
見
直
し
を

人
口
減
少
を
に
ら
ん
だ

行
政
区
の
再
編

土
砂
災
害
へ
の
防
災
対
策

フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

活
動
実
績
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国
に
お
い
て
平
成
27
年
度
か
ら
、

　
　
　
　
　
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
3
法
が

本
格
施
行
さ
れ
る
。
本
市
の
関
連
条
例
の
基

準
等
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
子
ど
も
の
成
長
や
子
育
て
を
支
 

　
　
　
　
　
え
る
こ
と
は
、
自
治
体
に
と
っ

て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
 

　
そ
の
中
で
も
、
保
育
政
策
は
、
常
々
充
実

と
強
化
を
図
っ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
年

度
当
初
の
保
育
所
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現
や
、

保
育
所
保
育
士
の
独
自
加
配
な
ど
独
自
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
で
あ
る
。
ま
た
、
保
育
士
の
専

門
性
や
資
質
の
向
上
を
図
る
多
様
な
研
修
の

実
施
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
 

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
も
、
全
国
に
先
駆

け
、
希
望
す
る
全
て
の
小
学
生
を
受
け
入
れ

る
全
児
童
化
に
取
り
組
み
、
平
成
23
年
度
以

降
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
維
持
し
て
い
る
。
 

　
平
成
27
年
度
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
が
実
施
さ
れ
、
市
町
村
は
実
施
主
体

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
本
市
は
、
現
行
の
独
自
基

準
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、
小
規
模
保
育
の

保
育
士
配
置
な
ど
で
も
、
国
を
上
回
る
基
準

を
設
定
し
て
い
る
。
 

　
現
在
策
定
し
て
い
る
次
期
子
ど
も
プ
ラ
ン

で
は
、
平
成
29
年
度
末
ま
で
に
、
潜
在
ニ
ー

ズ
を
含
む
年
間
を
通
じ
た
待
機
児
童
の
解
消

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
教

育
・
保
育
の
質
の
向
上
や
保
育
士
確
保
の
取

り
組
み
も
充
実
し
て
い
き
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
今
回
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
、
従
来
 

　
　
　
　
　
の
手
法
と
比
較
し
て
、
ど
の
程

度
、
バ
リ
ュ
ー
・
フ
ォ
ー
・
マ
ネ
ー
（
経
費

節
減
）
が
あ
る
と
試
算
し
て
い
る
の
か
。
 

　
　
　
　
　
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
で
は
、
都
心
 

　
　
　
　
　
部
に
人
が
集
い
、
賑
わ
い
あ
ふ

れ
る
本
市
の
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｆ

Ｉ
手
法
を
活
用
し
て
、
市
民
に
夢
と
感
動
を

提
供
で
き
る
施
設
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
議
会
で
、
設
計
・
建
設
と
15
年
間

の
管
理
運
営
を
含
め
、
契
約
予
定
額
1
0
7

億
円
の
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
な
ど
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

の
契
約
議
案
を
上
程
し
て
い
る
。
 

　
バ
リ
ュ
ー
・
フ
ォ
ー
・
マ
ネ
ー
は
、
国
が

作
成
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
者
が
建
設
・
管
理
・
運
営
す
る
場
合

と
、
市
が
直
接
行
う
場
合
の
ラ
イ
フ
・
サ
イ

ク
ル
・
コ
ス
ト
を
、
現
在
価
値
に
換
算
し
た

額
で
比
較
を
行
う
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
が
算
定

し
た
額
は
約
82
億
円
で
あ
る
。
市
が
直
接
行

う
場
合
は
約
92
億
円
の
算
定
に
な
り
、
そ
の

差
は
約
10
億
円
で
あ
る
。
率
に
換
算
す
る
と

約
11
％
の
経
費
節
減
が
で
き
る
と
考
え
る
。
 

     　
　
　
　
　
映
画
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
等
の
誘
 

　
　
　
　
　
致
・
支
援
実
績
、
経
済
効
果
、
 

今
後
の
展
開
の
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
映
画
等
の
撮
影
を
 

　
　
　
　
　
誘
致
・
支
援
す
る
フ
ィ
ル
ム
・

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

　
平
成
25
年
度
は
、
映
画
は
5
本
、
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
は
21
本
を
誘
致
・
支
援
し
た
。
ま
た
、

ロ
ケ
隊
の
宿
泊
数
は
1
万
4
0
3
2
泊
、
ロ

ケ
隊
滞
在
の
直
接
経
済
効
果
は
約
3
億

1
0
0
0
万
円
、
市
民
エ
キ
ス
ト
ラ
参
加
数

は
5
0
4
0
名
と
過
去
最
高
の
実
績
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
北
九
州
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
タ
と
題

し
た
野
外
上
映
会
な
ど
15
の
映
画
関
連
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
た
。
日
本
初
の
ロ
ケ
地
修
学

旅
行
に
4
3
0
人
の
高
校
生
が
参
加
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
年
を
通
し
て
映
画
な
ど

の
撮
影
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
み
な
ら
ず
、

経
済
効
果
な
ど
多
岐
に
亘
る
効
果
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
「
本
市
は
映
画
の
ま
ち
で
あ
る
」
と

胸
を
張
っ
て
言
え
る
状
況
に
至
っ
た
の
は
、

撮
影
に
対
す
る
市
民
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
 

　
今
後
は
、
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

成
果
を
活
か
し
、
映
画
を
切
り
口
と
し
た
事

業
を
展
開
し
、
「
映
画
の
ま
ち
北
九
州
」
と

い
う
新
た
な
都
市
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
に
よ
る

ま
ち
の
活
性
化
に
努
め
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
新
成
長
戦
略
の
中
で
、
中
小
企

　
　
　
　
　
業
振
興
策
の
施
策
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
機
能
さ
せ
、
よ
り
一
層
効
果
的

な
も
の
と
す
る
た
め
の
対
策
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
中
小
企
業
は
、
本
市
経
済
の
要

　
　
　
　
　
で
あ
り
、
平
成
25
年
度
か
ら
3

年
間
の
産
業
振
興
指
針
と
な
る
新
成
長
戦
略

の
中
で
、
徹
底
し
た
支
援
を
行
う
方
向
性
を

示
し
て
い
る
。
 

　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
は
大
変
重
要
で
、
新

成
長
戦
略
推
進
本
部
に
よ
る
事
業
の
具
体
的

な
工
程
表
の
策
定
や
公
表
を
行
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
外
部
有
識
者
か
ら
な
る
新
成
長
戦

略
推
進
懇
話
会
で
、
事
業
の
検
証
と
改
善
を

図
っ
て
い
る
。
 

　
平
成
25
年
度
終
了
後
、
速
や
か
に
雇
用
創

出
の
状
況
等
を
取
り
ま
と
め
推
進
本
部
を
開

催
し
た
。
正
規
・
非
正
規
な
ど
、
き
め
細
か

い
雇
用
状
況
の
把
握
、
女
性
雇
用
創
出
の
配

慮
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
た
め
居
住
の
観
点

が
必
要
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。
推
進
懇
話

会
で
は
、
中
小
企
業
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
の

継
続
や
、
研
究
開
発
予
算
の
確
保
、
地
域
特

性
に
あ
わ
せ
た
き
め
細
か
い
事
業
展
開
な
ど

の
意
見
を
い
た
だ
き
、
現
在
、
工
程
表
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
こ
う
し
た
プ

ロ
セ
ス
を
着
実
に
踏
ま
え
、
効
果
的
な
施
策

の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
 

          　
　
　
　
　
今
年
7
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
家

　
　
　
　
　
庭
ご
み
の
ふ
れ
あ
い
収
集
の
サ

ー
ビ
ス
利
用
要
件
の
緩
和
と
、
事
業
の
周
知

に
つ
い
て
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
収
集
は
、
ご
み
出
し

　
　
　
　
　
が
困
難
な
高
齢
者
支
援
強
化
策

の
一
環
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
対
象
者
要

件
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
で
、
高
齢
者
は

要
介
護
度
2
以
上
の
方
、
障
害
者
は
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で

あ
る
。
申
込
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
電
話
を
受

け
た
職
員
が
出
向
き
手
続
き
す
る
な
ど
、
利

用
者
の
立
場
に
た
ち
、
き
め
細
か
く
対
応
し

て
い
る
。
利
用
者
の
声
も
好
評
で
あ
る
。
 

　
高
齢
者
の
ご
み
出
し
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
も
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
の
声
を

聞
い
て
、
制
度
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
、

研
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
。
 

　
事
業
の
周
知
で
は
、
各
区
で
説
明
会
を
開

い
た
り
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
や
障
害
者

団
体
に
出
向
い
た
り
し
て
、
希
望
者
を
募
っ

て
い
る
。
ま
た
、
市
政
だ
よ
り
や
、
て
い
た

ん
プ
レ
ス
な
ど
で
も
呼
び
か
け
て
い
る
。
今

後
も
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
て
柔
軟
に
対

応
し
、
市
民
に
喜
ば
れ
る
制
度
と
し
て
根
付

く
よ
う
努
力
を
続
け
て
い
く
。
 

    　
　
　
　
　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
施

　
　
　
　
　
行
に
先
駆
け
、
本
市
で
は
、
今
 

秋
に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
モ
デ
ル
事
業
を
 

開
始
す
る
が
、
そ
の
概
要
や
狙
い
を
尋
ね
る
。
 

　
　
　
　
　
来
年
度
、
本
格
実
施
さ
れ
る
生
 

　
　
　
　
　
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
は
、

失
業
、
多
重
債
務
、
ニ
ー
ト
な
ど
課
題
を
抱

え
、
生
活
に
困
窮
す
る
方
の
相
談
を
聞
き
、

そ
の
課
題
に
応
じ
た
包
括
的
な
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
 

　
モ
デ
ル
事
業
の
概
要
は
、
生
活
に
困
っ
て

い
る
方
の
相
談
を
聞
く
自
立
相
談
支
援
、
次

に
就
労
体
験
な
ど
の
支
援
を
実
施
す
る
就
労

準
備
支
援
、
さ
ら
に
、
家
計
の
や
り
く
り
を

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
家
計
相
談
支
援
で
あ
る
。
 

　
例
え
ば
、
就
労
準
備
支
援
の
対
象
の
生
活

困
窮
者
に
は
、
社
会
適
応
能
力
な
ど
の
点
で

改
善
が
必
要
な
方
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

一
般
就
労
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
修
得
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
生
活
習
慣
の
改
善
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
習
得
な
ど
が

必
要
で
あ
る
。
 

　
こ
の
よ
う
な
段
階
的
で
一
貫
し
た
伴
走
型

の
自
立
支
援
に
よ
り
、
自
律
的
に
一
般
就
労

に
就
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、

ひ
い
て
は
困
窮
状
態
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を

事
業
の
狙
い
と
し
て
い
る
。
 

    　
　
　
　
　
黒
崎
駅
南
北
自
由
通
路
整
備
に
 

　
　
　
　
　
つ
い
て
は
、
既
存
の
南
北
通
路

を
東
側
に
拡
充
す
る
計
画
の
見
直
し
を
求
め

る
が
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
黒
崎
副
都
心
地
区
で
は
、
コ
ム
 

　
　
　
　
　
シ
テ
ィ
の
再
生
な
ど
駅
南
口
を

中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

今
後
は
、
北
側
の
整
備
と
南
側
と
の
連
携
が

重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
北
口
駅

前
広
場
の
整
備
と
、
南
北
の
連
絡
強
化
を
一

体
的
に
行
い
、
利
便
性
を
高
め
た
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
 

　
既
存
の
南
北
通
路
の
線
路
上
空
部
分
は
、

幅
員
2
・
7
ｍ
と
狭
い
上
、
昭
和
59
年
の
建

築
で
老
朽
化
も
進
み
、
耐
震
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
新
た
に
幅
員
8
ｍ
の

自
由
通
路
を
整
備
す
る
。
駅
舎
の
移
設
を
伴

う
も
の
の
、
利
便
性
面
で
も
優
れ
、
回
遊
性

の
向
上
な
ど
最
適
な
場
所
で
あ
る
。
 

　
こ
の
事
業
は
、
本
市
の
公
共
事
業
評
価
制

度
に
基
づ
き
、
必
要
性
や
効
果
な
ど
の
客
観

的
な
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
で
も
反
対
意
見
は
な
く
、
平
成
25
年

2
月
に
、
計
画
ど
お
り
進
め
る
と
決
定
さ
れ

て
い
る
。
 

　
既
存
の
南
北
通
路
東
側
へ
の
拡
充
は
、
黒

崎
バ
イ
パ
ス
の
擁
壁
や
橋
桁
が
支
障
と
な
り
、

架
設
作
業
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
施
工
が

困
難
と
考
え
て
い
る
。
 

   　
　
　
　
　
改
正
災
害
対
策
基
本
法
に
よ
る
 

　
　
　
　
　
指
定
緊
急
避
難
場
所
の
指
定
の

進
捗
状
況
や
周
知
方
法
、
ま
た
、
土
砂
災
害

警
戒
区
域
の
周
知
徹
底
な
ど
、
さ
ら
な
る
防

災
対
策
へ
の
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
県
は
、
平
成
24
・
25
年
度
に
、

　
　
　
　
　
1
3
0
6
箇
所
の
土
砂
災
害
警

戒
区
域
、
1
2
0
5
箇
所
の
特
別
警
戒
区
域

を
指
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
本
市
は
、
今

年
6
月
、
警
戒
区
域
の
範
囲
や
、
予
定
避
難

所
な
ど
を
掲
載
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
図

を
作
成
し
、
各
戸
に
配
布
し
た
。
 

　
昨
年
6
月
の
災
害
対
策
基
本
法
改
正
に
よ

り
、
災
害
の
種
類
ご
と
に
指
定
緊
急
避
難
場

所
を
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
来
か
ら

災
害
の
想
定
に
応
じ
た
避
難
所
の
指
定
を
行

っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
災
害
の
種

類
が
細
分
化
さ
れ
た
た
め
、
今
年
度
中
に
新

た
な
分
類
に
よ
り
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
 

　
ま
た
、
指
定
緊
急
避
難
場
所
や
警
戒
区
域

な
ど
災
害
に
関
す
る
幅
広
い
情
報
を
掲
載
し

た
新
た
な
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、

各
世
帯
へ
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。
 

　
市
民
が
適
切
な
避
難
行
動
を
と
れ
る
よ
う
、

土
砂
災
害
の
知
識
や
情
報
を
積
極
的
に
提
供

し
、
市
民
の
防
災
力
向
上
に
努
め
た
い
。
 

   　
　
　
　
　
将
来
の
人
口
減
少
を
に
ら
ん
で
 

　
　
　
　
　
ま
ち
の
構
造
に
あ
わ
せ
た
大
胆

な
行
政
区
の
再
編
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
行
政
区
は
、
地
方
自
治
法
に
基

　
　
　
　
　
づ
く
政
令
指
定
都
市
内
の
市
長

の
事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
に
定
め
る
区
域

で
あ
る
。
日
常
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
選
挙
区
、
防
災
対
策
の
単
位
と
な
っ
て
い

る
。
 

　
今
年
5
月
の
地
方
自
治
法
改
正
で
は
、
区

の
権
限
を
強
化
す
る
総
合
区
制
度
を
規
定
し

て
い
る
。
総
合
区
は
、
整
理
す
べ
き
課
題
も

多
く
、
ま
だ
制
度
の
詳
細
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
。
 

　
今
後
、
さ
ら
な
る
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
行
政
区
の
再

編
は
本
市
の
新
た
な
50
年
の
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
な
テ
ー
マ
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、

再
編
に
は
、
5
市
合
併
に
よ
り
成
立
し
た
本

市
の
歴
史
的
沿
革
や
市
民
感
情
な
ど
市
民
生

活
や
社
会
経
済
活
動
へ
の
影
響
が
非
常
に
大

き
い
。
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
 

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
後
制
定
さ
れ
る
地
方

自
治
法
施
行
令
の
内
容
や
、
他
の
政
令
市
の

動
向
を
見
極
め
、
幅
広
い
視
点
に
立
っ
て
研

究
を
続
け
て
い
き
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
商
店
街
の
空
き
店
舗
の
有
効
活

　
　
　
　
　
用
に
関
す
る
補
助
金
の
利
用
状

況
と
そ
の
推
移
、
ま
た
、
そ
の
対
象
要
件
の

緩
和
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
本
市
で
は
商
店
街
の
魅
力
向
上
 

　
　
　
　
　
と
新
規
開
業
を
促
進
す
る
た
め
 

商
店
街
の
空
き
店
舗
に
出
店
す
る
事
業
者
に
 

賃
貸
料
や
改
装
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
。
 

　
平
成
23
年
7
月
に
賃
借
料
の
補
助
率
を
4

分
の
1
か
ら
2
分
の
1
へ
、
限
度
額
を
50
万

円
か
ら
75
万
円
に
引
き
上
げ
た
。
さ
ら
に
、

平
成
25
年
11
月
か
ら
開
業
時
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
賃
借
料
か
改
装
費
を
選
択
で
き

る
よ
う
制
度
の
拡
充
を
行
っ
て
き
た
。
 

　
過
去
5
年
間
の
助
成
件
数
は
、
平
成
21
年

度
9
件
、
平
成
22
年
度
9
件
、
平
成
23
年
度

23
件
、
平
成
24
年
度
21
件
、
平
成
25
年
度
は

13
件
で
あ
る
。
 

　
市
政
だ
よ
り
を
は
じ
め
、
不
動
産
仲
介
業

者
な
ど
を
訪
問
し
て
説
明
す
る
な
ど
事
業
を

積
極
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
 

　
補
助
対
象
要
件
は
、
商
業
者
の
実
情
を
丁

寧
に
把
握
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
、
さ

ら
な
る
利
用
促
進
を
図
る
観
点
か
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
野
生
動
物
の
餌
付
け
を
禁
止
す

　
　
　
　
　
る
条
例
を
制
定
し
た
先
進
地
の
 

調
査
状
況
を
尋
ね
る
。
 

　
　
　
　
　
9
自
治
体
で
条
例
が
制
定
さ
れ

　
　
　
　
　
制
定
に
至
る
経
緯
や
効
果
、
課

題
に
つ
い
て
、
情
報
収
集
を
行
っ
た
。
 

　
例
え
ば
神
戸
市
で
は
、
六
甲
山
周
辺
の
住

民
や
ハ
イ
カ
ー
に
よ
り
、
長
年
餌
付
け
さ
れ

て
き
た
イ
ノ
シ
シ
が
、
レ
ジ
袋
を
持
っ
た
人

を
襲
う
人
身
事
故
が
頻
発
し
て
い
た
。
条
例

は
、
特
定
の
動
物
に
よ
る
地
域
特
有
の
重
大

な
被
害
が
あ
り
、
住
民
か
ら
対
策
の
強
い
要

望
が
あ
っ
て
制
定
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
 

　
条
例
の
効
果
は
、
市
民
意
識
の
向
上
や
、

マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
り
周
知
が
行
き
届
き
、

餌
や
り
が
な
く
な
っ
た
な
ど
の
成
果
が
あ
っ

た
。
そ
の
一
方
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
委
託

経
費
が
か
さ
む
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。
 

　
条
例
化
に
至
る
に
は
、
被
害
実
態
と
住
民

の
要
望
度
合
い
の
確
認
、
規
制
対
象
と
す
べ

き
野
生
動
物
の
特
定
、
罰
則
規
程
の
有
効
性

の
検
討
な
ど
の
整
理
が
必
要
で
あ
る
。
 

　
今
後
も
、
餌
付
け
対
策
に
は
、
個
々
の
事

例
に
丁
寧
に
対
応
し
、
ま
ず
は
実
態
調
査
を

行
う
な
ど
、
条
例
化
も
含
め
有
効
な
対
策
を

研
究
し
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
本
市
の
観
光
プ
ラ
ン
が
目
指
す

　
　
　
　
　
観
光
都
市
北
九
州
の
あ
り
方
を
 

伺
う
。
 

　
　
　
　
　
観
光
振
興
は
、
宿
泊
、
交
通
、

　
　
　
　
　
飲
食
な
ど
幅
広
い
産
業
に
波
及

し
、
本
市
の
経
済
振
興
に
と
っ
て
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
る
。
今
年
5
月
に
改
定
し
た
観

光
振
興
プ
ラ
ン
は
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
現
状

把
握
調
査
や
、
専
門
家
に
よ
る
検
討
会
議
、

地
元
観
光
関
連
団
体
実
務
者
か
ら
な
る
作
業

部
会
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、

官
民
協
働
で
作
っ
た
。
目
標
年
で
あ
る
平
成

31
年
の
あ
り
た
い
姿
を
「
近
い
将
来
『
北
九

州
に
観
光
に
行
こ
う
！
』
と
言
わ
れ
る
観
光

都
市
に
な
る
」
と
し
た
。
 

　
観
光
振
興
体
制
を
整
え
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
Ｍ

ビ
ル
内
に
観
光
関
連
の
官
民
組
織
を
集
結
さ

せ
た
。
さ
ら
に
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
推
進
本
部
を

立
ち
上
げ
、
観
光
振
興
プ
ラ
ン
の
具
体
化
へ

向
け
た
実
施
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
。
行

政
内
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
が
関
わ
る
観
光

の
課
題
解
決
を
検
討
す
る
た
め
の
調
整
会
議

の
設
置
も
検
討
し
て
い
る
。
 

　
今
後
は
こ
の
プ
ラ
ン
の
重
点
で
あ
る
情
報

発
信
強
化
を
着
実
に
実
行
し
、
本
市
観
光
振

興
プ
ラ
ン
が
掲
げ
る
、
あ
り
た
い
姿
の
実
現

に
向
か
っ
て
官
民
で
努
力
し
て
い
く
。
 

    　
　
　
　
　
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
な
ま
 

　
　
　
　
　
ち
に
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
 

施
策
を
進
め
て
い
く
の
か
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
認
知
症
対
策
は
こ
れ
か
ら
の
高
 

　
　
　
　
　
齢
者
施
策
の
大
き
な
柱
で
あ
り

重
要
か
つ
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
 

　
今
後
は
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

の
設
置
や
、
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の

増
設
、
医
療
と
介
護
の
連
携
拠
点
を
設
置
な

ど
に
よ
り
、
地
域
で
生
活
す
る
方
を
支
え
て

い
く
。
家
族
の
支
援
強
化
と
し
て
、
2
校
区

で
実
施
し
た
徘
徊
高
齢
者
捜
索
模
擬
訓
練
を

全
区
で
実
施
す
る
。
小
型
化
し
た
G
P
S
を

利
用
し
た
位
置
探
索
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
普

及
さ
せ
た
い
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
ま
で
に
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
1
0
万
人
の
養
成
を
目

標
に
順
次
取
り
組
ん
で
い
く
。
 

　
地
域
で
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
と
し
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
見
守
り
や
、
生

活
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
た
め

に
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す

る
。
身
近
な
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
全
市

民
セ
ン
タ
ー
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・

ブ
ラ
ン
チ
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
認
知
症
支

援
・
介
護
予
防
を
総
合
的
に
支
援
す
る
拠
点

の
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
無
料
化
を
早
期
実
現
す
る
た
め
、
 

　
　
　
　
　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
補
助
金
の
活
用
や
市
の

出
資
金
の
取
り
扱
い
、
市
費
の
負
担
な
ど
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
若
戸
大
橋
の
無
料
化
は
、
本
市
 

　
　
　
　
　
が
掲
げ
る
新
成
長
戦
略
の
取
り

組
み
に
弾
み
が
つ
き
、
市
全
体
の
活
性
化
に

繋
が
る
。
若
松
地
域
の
振
興
は
も
と
よ
り
、

市
民
全
体
の
生
活
利
便
性
が
向
上
す
る
な
ど
、

早
期
の
実
現
が
望
ま
れ
て
い
る
。
 

　
無
料
化
の
検
討
を
進
め
る
中
で
、
平
成
25

年
度
ま
で
出
資
金
、
借
入
金
を
合
わ
せ
約
78

億
円
の
未
償
還
額
が
あ
る
こ
と
と
、
無
料
化

後
の
維
持
管
理
に
、
年
間
約
5
億
円
の
費
用

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
の
2
つ
の
問
題
が
あ
り
、

財
源
確
保
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
 

　
そ
こ
で
、
料
金
収
入
か
ら
支
出
し
て
い
る

維
持
管
理
費
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
補
助
金
を
活
用
す
る

こ
と
で
公
社
負
担
を
軽
減
し
、
借
入
金
の
返

済
等
に
あ
て
る
こ
と
、
市
の
出
資
金
の
放
棄

や
、
市
費
に
よ
る
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と

で
、
未
償
還
額
の
削
減
や
、
償
還
期
限
を
前

倒
し
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
て
い
る
。
 

　
今
後
は
、
本
市
の
将
来
的
な
財
政
状
況
を

勘
案
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
、

で
き
る
だ
け
早
期
の
無
料
化
を
実
現
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
 

    　
　
　
　
　
八
幡
ぎ
ょ
う
ざ
に
今
後
ど
の
よ

　
　
　
　
　
う
な
展
開
を
望
む
の
か
、
食
に
 

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
評
価
と
今
後
の
取
り
組
 

み
に
つ
い
て
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
和
食
の
無
形
文
化
遺
産
登
録
な

　
　
　
　
　
ど
、
食
に
対
す
る
関
心
は
ま
す
 

ま
す
高
ま
り
、
食
を
通
じ
た
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
 

プ
は
、
重
要
な
都
市
戦
略
で
あ
る
。
本
市
で
 

は
八
幡
ぎ
ょ
う
ざ
な
ど
、
多
く
の
個
性
的
な
 

ご
当
地
グ
ル
メ
が
育
ま
れ
て
き
た
。
こ
の
た
 

め
、
今
年
4
月
に
食
の
魅
力
創
造
・
発
進
室
 

を
新
設
し
、
食
の
魅
力
発
信
な
ど
に
取
り
組
 

ん
で
い
る
。
 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
10
月
3
日
か
ら
5
日
、

全
国
餃
子
サ
ミ
ッ
ト
・
全
国
餃
子
祭
り
i
n

北
九
州
が
八
幡
東
区
東
田
地
区
で
開
催
さ
れ

る
。
10
万
人
の
集
客
が
見
込
ま
れ
、
市
内
全

体
で
様
々
な
波
及
効
果
が
あ
り
、
製
鉄
所
関

連
施
設
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た
機

運
の
高
ま
り
に
も
つ
な
が
る
。
今
回
を
契
機

に
八
幡
ぎ
ょ
う
ざ
の
知
名
度
は
上
が
り
、
本

市
を
代
表
す
る
ご
当
地
グ
ル
メ
、
新
た
な
観

光
資
源
と
な
る
よ
う
飛
躍
を
期
待
し
て
い
る
。
 

　
今
後
も
グ
ル
メ
団
体
や
事
業
者
な
ど
と
協

働
し
、
食
を
通
じ
て
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
や
ま
ち
づ
く
り
を
加
速
し
て
い
き
た
い
。
 

           

    　
　
　
　
　
林
芙
美
子
記
念
資
料
室
の
リ
ニ

　
　
　
　
　
ュ
ー
ア
ル
と
林
芙
美
子
文
学
賞

と
の
連
携
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
 

　
　
　
　
　
幼
少
時
代
か
ら
始
ま
り
、
放
浪

記
の
刊
行
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
な
っ
た

時
代
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
戦
地
に
赴
い

た
時
代
、
そ
し
て
終
戦
後
執
筆
活
動
を
再
開

し
た
芙
美
子
を
襲
っ
た
突
然
の
死
ま
で
を
展

示
す
る
。
こ
の
よ
う
な
芙
美
子
の
足
跡
を
た

ど
り
な
が
ら
、
一
生
を
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
る
展
示
は
全
国
初
で
あ
る
。
展
示
数
は
、

映
画
資
料
を
加
え
、
現
在
の
80
点
か
ら

1
8
0
点
に
な
る
。
ま
た
、
展
示
室
は
、
文

学
賞
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、
2
部
屋
か
ら
4

部
屋
へ
拡
大
さ
れ
る
。
 

　
今
年
度
創
設
し
た
林
芙
美
子
文
学
賞
は
、

本
市
の
豊
か
な
文
学
土
壌
の
発
信
と
、
人
材

育
成
へ
の
寄
与
を
目
的
に
し
て
い
る
。
選
考

委
員
の
知
名
度
や
広
報
活
動
に
よ
り
、
認
知

度
、
注
目
度
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
相
乗
効
果
を
挙
げ
る
た
め
、
来
年
2

月
の
文
学
賞
表
彰
式
に
あ
わ
せ
て
記
念
室
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
う
。
こ
れ

ら
の
情
報
発
信
や
、
映
画
・
芸
能
資
料
室
松

永
文
庫
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
実
効
性
あ
る
危
険
ド
ラ
ッ
グ
防
 

　
　
　
　
　
止
対
策
推
進
の
た
め
、
条
例
化

の
検
討
へ
の
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
、
乱
用
す
る
 

　
　
　
　
　
こ
と
に
よ
り
健
康
被
害
が
生
じ

る
だ
け
で
な
く
、
将
来
、
覚
醒
剤
や
麻
薬
に

手
を
出
す
可
能
性
も
高
く
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ

の
撲
滅
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
 

　
国
は
、
指
定
薬
物
の
所
持
、
使
用
な
ど
を
、

今
年
の
4
月
1
日
施
行
で
禁
止
し
た
。
そ
の

後
、
指
定
薬
物
を
1
4
0
0
物
質
に
増
加
さ

せ
、
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
本
市
は
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
販
売
店

舗
を
無
承
認
医
薬
品
販
売
疑
い
で
立
ち
入
り

検
査
が
で
き
る
。
ま
た
、
国
・
県
が
指
定
薬

物
の
検
査
命
令
、
販
売
禁
止
命
令
を
繰
り
返

し
行
う
こ
と
が
で
き
、
事
実
上
、
営
業
を
継

続
で
き
な
く
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
。
 

　
ま
た
、
本
市
で
は
、
今
年
7
月
に
施
行
し

た
安
全
・
安
心
条
例
で
、
事
業
者
が
危
険
ド

ラ
ッ
グ
の
販
売
な
ど
、
違
法
・
脱
法
行
為
を

行
わ
な
い
こ
と
を
趣
旨
と
し
た
規
定
を
設
け
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
始
め
と
す
る
薬
物
等
の
撲

滅
に
市
民
、
地
域
団
体
、
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
 

　
新
た
な
条
例
制
定
は
、
他
の
自
治
体
の
状

況
も
見
な
が
ら
、
研
究
を
進
め
て
い
く
。
 

    　
　
　
　
　
折
尾
警
察
署
跡
地
の
施
設
配
置
 

　
　
　
　
　
で
は
、
賑
わ
い
の
創
出
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
折
尾
地
区
総
合
整
備
事
業
は
、
 

　
　
　
　
　
様
々
な
事
業
を
総
合
的
に
整
備

す
る
こ
と
で
、
交
通
渋
滞
を
解
消
し
、
回
遊

性
の
向
上
な
ど
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
 

　
該
当
地
は
折
尾
駅
に
近
接
し
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
、
賑
わ
い
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
上
で
重
要
な
市
有
地
で
、
一
体
的
な
利
活

用
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
 

　
折
尾
の
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
早
期
に
目
に
見
え
る

形
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
今
年
7
月
か
ら
民
間
企
業
約
40
社
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
た
。
 

　
そ
の
な
か
で
、
跡
地
の
開
発
は
、
折
尾
駅

か
ら
至
近
距
離
に
位
置
し
、
折
尾
の
顔
と
な

る
立
地
で
あ
る
こ
と
、
総
合
整
備
事
業
に
よ

り
、
駅
周
辺
が
魅
力
的
に
再
整
備
さ
れ
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
開
発
の
可
能
性
を
有
し
て
い

る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
そ
の
可
能
性
の
あ

る
機
能
と
し
て
住
居
系
、
サ
ー
ビ
ス
・
業
務

系
な
ど
幅
広
く
提
案
を
い
た
だ
い
た
。
 

　
こ
う
し
た
提
案
を
踏
ま
え
、
今
後
地
元
住

民
の
ニ
ー
ズ
も
把
握
し
つ
つ
、
賑
わ
い
の
核

と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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次回の定例会は、12月開催の予定です。 次回の定例会は、12月開催の予定です。 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
の
特
徴

北
九
州
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
等
の

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
試
算

商
店
街
の
空
き
店
舗
対
策

の
補
助
金

観
光
振
興
の
あ
り
た
い
姿

若
戸
大
橋
無
料
化
の

早
期
実
現
を

全
国
餃
子
サ
ミ
ッ
ト
・

全
国
餃
子
祭
り
in
北
九
州

 
議
　
員

市
　
長

 
議
　
員

市
　
長

危
険
ド
ラ
ッ
グ
防
止
対
策

の
推
進
を

折
尾
警
察
署
跡
地
の

活
用
は

林
芙
美
子
記
念
室
と

文
学
賞
の
連
携

認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
な
ま
ち
を

＊
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル 

　
計
画(

P
l
a
n)

、実
行(

D
o)

、評
価(

C
h
e
c
k)

、

改
善(

A
c
t
i
o
n)

と
い
う
4
段
階
を
繰
り

返
す
こ
と
で
次
の
計
画
に
い
か
そ
う
と
す
る
考

え
方
。 

中
小
企
業
振
興
策
の

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

＊ 家
庭
ご
み
の

ふ
れ
あ
い
収
集
の
状
況

生
活
困
窮
者
の

自
立
支
援
の
狙
い

黒
崎
駅
南
北
自
由
通
路

整
備
の
見
直
し
を

人
口
減
少
を
に
ら
ん
だ

行
政
区
の
再
編

土
砂
災
害
へ
の
防
災
対
策

フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

活
動
実
績

 
議
　
員

市
民
文
化

ス
ポ
ー
ツ
局
長

野
生
動
物
の

餌
付
け
禁
止
条
例



　本会議では、各会派から次の23
人の議員が質疑・質問を行いました。
(発言順。掲載記事の順番とは関係
ありません｡）

木　下　幸　子 
三　宅　まゆみ 
村　上　幸　一  
大　石　正　信  
柳　井　　　誠 
西　田　　　一 
波　田　千賀子  
森　本　由　美 
松　岡　裕一郎 
八　記　博　春 
上　野　照　弘 
奥　村　祥　子 
本　田　忠　弘  
山　本　真　理 
平　原　　　潤 
佐　藤　栄　作 
吉　村　太　志 
中　村　義　雄 
奥　村　直　樹 
浜　口　恒　博 
吉　田　幸　正  
石　田　康　高  
成　重　正　丈 
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自 由 民 主 党  
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自 由 民 主 党  

自 由 民 主 党  

公 明 党  

ふくおかネット 

維 新  

み ん な の 党  

地 域 の 声  

ハートフル北九州 

ハートフル北九州 

ハートフル北九州 

自 由 民 主 党  

日 本 共 産 党  

公 明 党  

（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 

） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
 
 

    　
　
　
　
　
決
算
の
特
色
を
伺
う
。
 

 　
　
　
　
　
平
成
25
年
度
は
、
市
制
50
周
年

　
　
　
　
　
と
い
う
記
念
す
べ
き
時
を
迎
え
、

「
元
気
発
進
！
北
九
州
」
プ
ラ
ン
の
着
実
な

推
進
の
た
め
、
7
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
柱
に

そ
っ
て
取
り
組
ん
だ
。
 

　
「
人
を
育
て
る
」
は
、
1
歳
児
に
対
す
る

本
市
独
自
基
準
に
よ
る
保
育
士
の
加
配
や
、

民
間
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
図
っ
た
。
「
き

ず
な
を
結
ぶ
」
は
、
本
市
安
全
・
安
心
条
例

の
制
定
に
向
け
た
検
討
や
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

運
用
を
行
っ
た
。
「
暮
ら
し
を
彩
る
」
は
、

旧
官
営
八
幡
製
鐵
所
関
連
施
設
の
世
界
文
化

遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
た
。

「
い
き
い
き
と
働
く
」
は
、
工
業
用
水
道
料

金
の
値
下
げ
を
行
い
、
政
令
市
で
一
番
の
低

料
金
を
実
現
し
た
。
「
街
を
支
え
る
」
は
、

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て
、
主

要
な
幹
線
道
路
の
整
備
を
進
め
た
。
「
環
境

を
未
来
に
引
き
継
ぐ
」
は
、
北
九
州
エ
コ
マ

ン
ス
に
、
環
境
イ
ベ
ン
ト
を
集
中
的
に
開
催

し
た
。
「
ア
ジ
ア
の
中
で
成
長
す
る
」
は
、

ハ
イ
フ
ォ
ン
市
に
お
け
る
都
市
環
境
イ
ン
フ

ラ
輸
出
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
っ
た
。
 

　
ま
た
、
財
政
面
で
も
、
2
年
ぶ
り
に
財
源

調
整
用
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
な
く
、
単
年

度
の
収
支
が
均
衡
し
た
財
政
運
営
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。
 

　
今
後
と
も
、
「
元
気
発
進
！
北
九
州
」
プ

ラ
ン
を
着
実
に
実
施
し
、
持
続
可
能
で
安
定

的
な
財
政
運
営
に
努
め
た
い
。
 

  

    　
　
　
　
　
市
税
収
入
率
を
97
％
台
に
回
復

　
　
　
　
　
さ
せ
、
収
入
未
済
額
の
大
幅
な

縮
減
を
実
現
し
た
要
因
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
市
税
徴
収
対
策
で
は
、
平
成
21 

　
　
　
　
　
年
１
月
の
市
税
事
務
所
の
発
足

時
に
、
市
税
徴
収
対
策
会
議
を
組
織
し
た
。

そ
こ
で
各
年
度
の
組
織
目
標
を
設
け
、
そ
の

達
成
に
向
け
重
点
実
施
事
項
を
定
め
て
い
る
。

高
額
滞
納
事
案
の
滞
納
処
分
の
強
化
や
、
分

割
納
付
誓
約
の
履
行
確
認
の
徹
底
な
ど
を
定

め
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
 

　
そ
れ
に
加
え
て
平
成
25
年
度
か
ら
は
、
市

税
事
務
所
納
税
課
の
管
理
者
に
よ
る
内
部
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
、
指
示
事
項
の
進
行
管
理
、
新

規
高
額
滞
納
案
件
の
滞
納
処
分
の
強
化
に
も

重
点
を
置
い
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
税
金
・
料
金
お
知
ら
せ
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
夜
間
、
休
日
に
電
話
で
未
納
の
お
知

ら
せ
や
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
開
始
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
納
税
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、

新
規
滞
納
防
止
を
図
っ
て
い
る
。
　
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
の
結
果
、
市
税
収
入
率
を
、

31
年
ぶ
り
に
97
％
台
に
回
復
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
組
織
的
・
効

果
的
な
徴
収
対
策
を
推
進
し
、
さ
ら
な
る
税

収
確
保
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
9
月
1
日
に
実
施
し
た
、
本
市

　
　
　
　
　
初
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
活
用
 

し
た
全
市
民
参
加
型
防
災
訓
練
の
総
括
と
今

後
の
防
災
事
業
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。
　

　
　
　
　
　
今
回
の
訓
練
は
、
市
民
の
防
災

　
　
　
　
　
意
識
の
向
上
を
目
的
に
行
っ
た
。
 

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
や
、
緊
急
速
報
メ
ー

ル
や
津
波
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
を
活
用
し
た
訓

練
、
家
庭
や
地
域
・
学
校
・
企
業
な
ど
で
自

主
的
な
避
難
訓
練
を
行
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
の

不
具
合
に
よ
り
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
一
部

配
信
さ
れ
な
い
事
態
が
発
生
し
た
が
、
既
に

シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
終
え
て
い
る
。
そ
の
他
、

訓
練
に
関
す
る
事
故
報
告
は
な
か
っ
た
。
 

　
今
回
、
市
民
約
11
万
人
、
約
5
5
0
団
体

の
参
加
登
録
が
あ
り
、
市
民
全
体
の
防
災
意

識
が
高
ま
っ
た
。
市
立
幼
稚
園
、
小
・
中
・

高
等
学
校
、
全
2
1
3
校
が
参
加
し
、
子
ど

も
た
ち
の
新
た
な
防
災
意
識
も
芽
生
え
た
。

地
域
で
は
、
学
校
や
医
療
機
関
と
連
携
し
た

取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
防
災
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
連
携
が
図
ら
れ
た
。

集
計
中
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
約

9
割
の
方
々
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
 

　
今
後
は
、
参
加
い
た
だ
い
た
各
機
関
や
団

体
の
意
見
を
聴
い
て
検
証
し
、
こ
の
事
業
を

ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

   

　
本
会
議
で
の
質
疑
・
質
問
と
答
弁
は
、

要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

　
詳
細
を
記
し
た
会
議
録
は
、12
月

上
旬
以
降
、市
立
文
書
館
、中
央
図
書

館
、門
司
・
若
松
・
八
幡
・
八
幡
西
・
戸

畑
図
書
館
お
よ
び
市
議
会
事
務
局
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
 

　
ま
た
、市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
で
も
12
月
中

旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。
 

 

本会議での質疑・質問と答弁

　9月定例会が9月2日から9月30日までの29日間の
会期で開かれました。
　市長から53件の議案が提出され、審議の結果、すべて
の市長提出議案を原案のとおり決定しました。また、議員
から15件の議案が提出され、うち11件を可決しました。

主
な
内
容

1～4面

4面

本会議での質疑・質問と答弁

議会報告会のお知らせ　など

決算特別委員会　市長質疑の質疑と答弁
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全
市
民
参
加
型
防
災
訓
練

収
入
未
済
額
の

大
幅
な
縮
減
を
実
現

平
成
25
年
度
決
算
の
特
色
は

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で

小
倉
市
街
地
の
活
性
化
を

産
学
連
携
に
よ
る

人
口
減
少
対
策

次回の定例会は、12月開催の予定です。 

大葉しゅんぎく（小倉南区）

第 1 分 科 会

防犯カメラを連携させたシステムづくりを

Q1
　本市では、防犯カメラを特定の繁華街などに設置
しているが、今後は、全区にバランスよく配置し、本
市と警察、民間設置のカメラを連携させた新たな安
全・安心システムを構築してはどうか。

A1
　平成24年、小倉北区や八幡西区の繁華街で事件
が相次いだことから、158台の防犯カメラを設置し
た。また、昨年、若松区でも事件が発生したことから、
主要な幹線道路6箇所に約30台程度のカメラの設
置を進めている。
　防犯カメラは、検挙活動や事件解決、犯罪抑止に
効果がある。本市には多くの防犯カメラが設置され
ている。県警察では公共や民間設置のカメラの設置
場所や台数など情報の集約を進めている。本市では、
この情報の集約が市全体の防犯カメラのネットワー
クづくりにつながると考えている。

　平尾台に分布する古生代の地質などは、都市型ジ
オパークとしてのポテンシャルが高いと評価されて
いる。日本ジオパーク認定には、市民の理解と盛り
上がりが大事だが、その認知度を伺う。
　ジオパークという概念が比較的新しく、容易に理
解されにくいことから、周知事業を行っている。継続
した普及活動で関心も高まりつつある。
　認知度をさらに高めるために、Ｗｅｂ上で閲覧でき
るバーチャル説明版の拡充や、ガイドマップの作成、
ツアーの開発、日本ジオパーク認定の必要条件であ
る持続的に活動を支えていく官民一体となった組織
の設立準備などに力を注ぎたい。
　こうした取り組みを通じて、都市型ジオパークの
魅力を市民に伝えるとともに、全国に発信できるよ
う活動の充実に努めていきたい。

北九州ジオパーク構想の認知度は

Q2

A2

第 3 分 科 会第 2 分 科 会

市長質疑の様子は、市議会ホームページでご覧いただけます。市長質疑の様子は、市議会ホームページでご覧いただけます。

9月22日に行われた市長への質疑の中から、いくつかの質疑と答弁の要旨を紹介します。

決算特別委員会決算特別委員会決算特別委員会

保育士確保に向けた取り組み支援を

Q1
　保育事業者や新卒予定者などの意向を十分に把
握して、さらに効果的な保育士確保に取り組むべき
と考えるが、見解を伺う。

A1
　保育事業者や学生等の意向は、様々な機会を通じ
て把握に努めている。
　こうした把握により、次期子どもプランの素案の
中で、保育士と保育所双方の希望を調整して就職を
進める、(仮称)保育士・保育所支援センターを新た
に開設することとしている。
　今後は、保育士養成施設との連携をさらに密に行い、
直接施設に出向いて、より多くの学生に説明する機
会を増やしたい。また、保育資格活用研修では、ハロ
ーワークと連携して、潜在保育士のニーズの把握や
掘り起こしを進め、本市保育所の魅力を直接訴えて
いきたい。

　家庭ごみの施策は、収集前に散乱したごみを自主
的に清掃している住民の善意に依存しており、充分
ではないと考えるが、見解を伺う。
　対策チームなどは、まず、地域の意見を伺い、その
上で対策を行うなど地域と一緒に改善に取り組んで
いる。一方、40年を経過した現行のステーション方
式を検証するため、審議会に今後のあり方を諮問した。
ごみ問題は、設置者、管理者、市民それぞれの立場を
明確にすることが重要などの意見がでた。ごみ問題
は地域とのつながりが重要で、審議会では、どこまで
が地域の役割なのか、しっかり整理することにして
いる。
　今後も地域の皆さんや、議会、審議会などの議論
を踏まえて、市内すべてのステーションが清潔に保
たれるよう努力していきたい。

ごみステーションの実態調査は

Q2

A2

本市の核となるニューツーリズムとは

Q1
　今後の核となる本市ならではのニューツーリズム
（地域の特性を活かした旅行者のニーズに沿った観
光を提供すること）について伺う。

A1
　全国的にも評価の高い産業観光から、近年は工場
夜景ツアーなどが全国から注目されている。
　今後のニューツーリズムの推進では、観光振興プ
ランの中で、環境観光やサブカル観光などの磨き上
げを行い、そこに人・物語を付して情報発信を行うと
している。特に環境観光は、北九州エコタウンや、響
灘ビオトープなど多彩な集客素材がある。本市は、
官民一体で公害を克服した歴史があるからこそリア
ルに伝わる面があり、世界に発信できる核として磨
き上げていきたい。今後はどのような素材があるか
官民で構成するワーキンググループの中でも研究
していきたい。

　栄養教諭の配置は、命にかかわる重要な問題で、
市独自の配置を行うべきと考えるが見解を伺う。

　県が負担する栄養教諭の定数は、法律で給食室を
設置している学校を対象に在籍する児童生徒数な
どによる基準が定められている。本市では、県教育
委員会から基準どおりに配当されている。また、アレ
ルギー疾患対応や食育では、栄養教諭のみならず、
養護教諭や学校全体で組織として対応すべきもの
と考えており、全職員で対応できるよう、研修会の実
施など体制整備に取り組んでいる。
　教育委員会では、市独自で栄養教諭を配置するこ
とは考えていないが、アレルギー対応など安全な給
食を提供するために栄養教諭の配置は、重要と認識
している。配置充実については、国や県に引き続き、
要望を行っていきたい。

アレルギー疾患対策を

Q2

A2

お　知　ら　せ

視覚障害(1級か2級)のある方に、市議会だよりの点字版、テキスト版CD（※）、音声
版CDなどを無料でお届けします。 
※テキスト版CDの視聴は専用ソフトが必要です。 
聴覚障害のある方が本会議の傍聴を希望する時は、要約筆記者や手話通訳者の派遣
先を紹介しています。事前にお問い合わせください。 
【問い合わせ先】　市議会事務局総務課　　 582-2621

可決した意見書・決議
　市議会では、議員提出議案として、市政や市民の皆さんの生活に関わりの深い事柄
等について改善を求めるため、国や関係機関への意見書の提出や決議を行っています。 
　今定例会では、14件の意見書・決議が提出され、うち1件の決議と9件の意見書を可
決しました。 
　その件名の一部をご紹介します。 
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仁川広域市代表団による
議会表敬

「暴力追放に関する決議」 
を行いました。

　8月１日、本市の姉妹都市である韓国･仁川広
域市議会のノ・ギョンス議長をはじめとする訪
問団が北九州市議会を表敬訪問しました。
　会談のなかでは、今後も良きパートナーとし
て交流を図り、両市の発展と友好を目指してい
きたいなどの意見が交わされました。

　9月25日、本市議会は、本市に拠点を置く暴
力団の最高幹部2名が逮捕されたことを受け、
福岡県警察に対し、事件の全容解明と市民の安
全確保に向けたあらゆる対策を講じることを要
望するとともに、引き続き、行政、事業者、市民
が一丸となって、「暴力のない明るく安心して
暮らせる北九州市」の実現に向けて全力でまい
進することを全会派一致で決議しました。

議場開催では、先着60人は議員席に座ることができ、本会議の雰囲気が疑似体験できます！！
　

議会報告会議会報告会
意見聴取会意見聴取会

あなたの

コムシティ3階 

を聞かせてくださいあなたの を聞かせてください

北九州市役所横
議事堂 議場で 開催初

11
17日（月）八幡西生涯学習 

総合センター 
19日（水）ウェルとばた 多目的ホール 

月 21日 は（金）いずれも 
18：00受付、18：30開始 

【問い合わせ先】　市議会事務局総務課 582-2622

○暴力追放に関する決議 決　議
○軽度外傷性脳損傷に係る周知及び労災認定基準の改正等を求める意見書 意見書

ほか　8件 

市長質疑の様子は、市議会ホームページでご覧いただけます。

報告項目
自然災害対策

少子化対策

老朽空き家等除却促進事業

小・中学校のトイレの洋式化

在宅介護の実態と対策

北九州空港の活性化


